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1 はじめに

本研究では，複数の参加者によるパーティ会場の選

択において，参加者の選好に基づき，適切な会場選択

支援を行うシステムの構築を目的とする．本システム

では，参加者の選好を制約として表現し，制約解消問

題として求解を試みるが，参加者が，パーティ会場に

対する選好を制約として表現する事を強いられる点が

問題である．そこで本研究では，参加者が閲覧したイ

ンターネット上の店舗情報を取得し，利用可能な形式

への変換を行うWebプロキシサーバエージェントを設
計する．本エージェントは，ユーザとWebサーバ間で
知的なプロキシとして動作することで，参加者がブラ

ウジングを行う過程での制約抽出等の情報処理，およ

び店舗情報への評価の入力が，Webブラウザのみで実
現できる．本実装により，パーティ会場選択において，

参加者が選好情報を入力する負担を軽減でき，システ

ムにおける処理を円滑化できる．

2 パーティ会場選択支援システム

本研究で実装するパーティ会場選択支援システムは，

インターネット上に存在する店舗情報を用いて，複数

の参加者によるパーティ会場の決定を支援するシステ

ムである．本システムでは，Webプロキシサーバエー
ジェントが知的なプロキシとして機能する．そのため，

ブラウジングの履歴を取得するだけでなく，任意の情

報の抽出／処理が可能である．具体的には，各店舗の

情報を提示するHTMLテキストから必要な情報（e.g.,
店舗名，費用）を抽出し，制約として統一的に表現で

きる．また，出力する HTMLテキストに新たな情報
を付加することが可能である．本システムでは，閲覧

中の情報に対する評価入力用のインタフェースを付加

し，店舗情報に対する評価を取得している．得られた

評価は，制約に対する重み付けに利用される．制約の
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集合で表現された各参加者の選好に基づき，システム

に存在する複数のエージェントが協調して競合解消を

行う．本システムでは，パーティ会場の決定を分散重

み付き充足問題とみなし，文献 [1]で提案したアルゴリ
ズムを用いて制約解消を行う．本アルゴリズムは，過

制約の場合に充足できない制約の重みの集合を最小に

する解を探索できるため，多数の参加者の選好が競合

する本問題に対して適切に機能する．

本システムは，論理型言語MiLog [2]を用いて実装
されている．MiLogは Java言語を用いて開発された
知的エージェント開発フレームワークであり，高度な

通信機能を持つエージェントを容易に実装可能である．

3 Webプロキシサーバエージェント
に基づく制約抽出

図 1: Webプロキシサーバエージェント

パーティ会場選択支援システムのユーザは，図 1に
示す通り，エージェントを介してWebサーバへアクセ
スし，情報を閲覧する．ここでは，ブラウザを介した

ユーザとエージェントとのインタラクション，および

エージェントによるWebサーバアクセスと情報の抽出
を行う必要があるが，MiLogに基づく実装により，こ
れらの機能を効果的に実現している．

まず，ユーザとエージェントのインタラクションは，

一般的なブラウザ (e.g., Netscape Navigator) を利
用し，HTTPを介した通信によって実現されている．
MiLogで実装されたエージェントはWebサーバの機能
を持つため，ブラウザからのHTTPアクセスに対する
出力処理を記述することで，エージェントが CGIプロ
グラムとして動作可能である．MiLogによる出力処理
は，述語 doService を用いて以下のように記述できる．
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doService(ID,Output) :-

option(ID,url,MyURL),

getHTMLText(MyURL,post,HTMLSource),

extractData(HTMLSource,Name,Cost),

Output = [’<html>’,’<body>’,’name:’,

Name,’cost:’,Cost’,

’</body>’,’</html>’].

ここで，述語 doServiceの第１引数 IDは HTTPアク
セスの識別子であり，第２引数 Outputに，ブラウザに

表示されるHTMLテキストが束縛される．本例では，
まず，オプション urlで指定されたURL (MyURL)にア
クセスして HTMLテキストを取得し，取得したテキ
ストから店の名前 (Name) と費用 (Cost)を抜き出す
処理を行う．最後に，取得した情報を含めて出力する

HTMLテキストを生成する．述語 optionは，HTTP
アクセスを受信した際にオプション情報を取得する述

語である．本例では，オプション urlの値を MyURL に

束縛している．述語 getHTMLTextは，指定した URL
に対して，POSTもしくは GETのいずれかのメソッ
ドでアクセスし，HTMLテキストを取得する述語で
ある．
ユーザは，以下の URLから，上記のコードを持つ

エージェントへアクセス可能である．

http://serv.nit.ac.jp:17008/agent?url=http://...

本例は，serv.nit.ac.jp上で動作するエージェン

ト agentに対して，パラメータ urlの値を与え，17008
ポートを通してアクセスした例である．

述語 doServiceでは出力されるHTMLは，第２引数
の変数 Outputに束縛するリストの内容によって任意

に変更できる．そこで，システムの実装では，(1) 履
歴取得と情報抽出のためのハイパーリンク情報の処理，

および (2) 店舗評価用のインタフェースの追加を行う．

(1) ハイパーリンク情報の処理 ユーザのブラウジン

グ履歴の取得や情報の抽出を行うために，ユーザが，

常にエージェントを介してWebサーバとアクセスす
る必要がある．ユーザが単純にリンクを辿ってしまう

と，直接Webサーバにアクセスされてしまうため，本
システムでは，HTML テキスト内のハイパーリンク
の URLを変更するための処理をエージェントが行う．
例えば，<ahref="http://gourmet.yahoo.co.jp/">

という記述は，<ahref="http://serv.nit.ac.jp/

agent?url=http://gourmet.yahoo.co.jp/"> と変

更される．

全ての URLを変更する事で，エージェントが常に
履歴の取得，および情報抽出を行うことができる．

図 2: 評価用インタフェースの追加

(2) 店舗評価用インタフェースの追加 本システムで

は，ユーザビリティのために，ユーザが単一のウィン

ドウ内で情報の閲覧と，その情報に対する評価を行う

ことを可能としている．変数 Outputに束縛するリス

トに，閲覧中の情報に対する評価を入力するためのイ

ンタフェースを出力するためのコードを加えることで，

新たなインタフェースを追加可能である．図 2に，本
システムの実行例を示す．図 2では，閲覧中の情報に
対する評価を入力するためのフォームがページ上部に

追加されている．入力された値は，HTTPアクセスの
際のオプションとしてエージェントに送信される．

4 おわりに
本研究では，Webプロキシ機能を持たせたエージェ

ントを設計し，参加者の閲覧情報からパーティ会場選

択における制約を抽出する機構を構築した．本機構に

より，ユーザの選好情報入力の負担が軽減されている．

また，キャッシュ機能の実装により，ブラウジングの

高速化が図られ，さらにユーザ個々にプロキシを起動

できるため，適切な負荷分散が可能となった．
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